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1は じ め に
最近,コ ンピューターやイ ンターネ ッ トとい う言葉 が よ く聞かれ るよ う
にな り,日 常生活 の中にもかな り定着 してきたよ うに思 われる。 日本語教
育 の世界 で も同様 に授業 の中にインターネ ッ トを取 り入 れ るとい うことが
無理な く行 えるようになってきた。早稲 田大学 目本 語研 究教 育セ ンタニで
1998年度 に担 当 したVIIIレベル(超上級)の 文章表現 ク ラスは,新 しい
授業方法 としてイ ンターネ ッ トを取 り入れた授 業 を行 った。
筆者 は,授 業 とは,単 に教師 がある知識 を与 え学習者 がそのまま受 け取
る場 である とは考 えてはいない。授業 とは,過 去 ～現在 ～未来へ の時間 の
流 れの中の今,世 界 のさまざまな地域 か らたまた ま日本 の中の ここに集 ま
って きた人 たち と今 たまたま ここにい る自分 自身 との出合 いの揚 であ り・
お互いの コミュニヶ一シ ョンによ り人 間 としての さまざまな生 き方 を理解
し合 う場 であ ると考 えている。特 に表現 クラスの場合 は,学 習者 たちが既
に持 ってい る知識 を生 か しながら積極 的 に参加 して自分 自身 を表現 す るこ
とでクラス を作 幻あげ,教 師 はそれ を支援す るものである と考 えてい る。
この考 え方 はある理論 に基 づいた もの とい うよ りも筆者 自身 の 目本語教 育
経験 はもちろん,子 供 の頃か らの学校学習や さま ざまな生活体験 あ中か ら
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身につ けたもので ある。
文章表現 の授業 については,教 師が あるテーマ を与 えて書 かせ て文法的
誤 りを直す とい うだ けでな く・学生 たちが 日本語 とい う言語 を使 って 自分
自身 を表 現す るもので あると考 えてい る。学生 たちが今 自分 が表現 したい
こと,つ ま り,書 きたいテーマ を見つ けるために・教 師が ヒン トとな る教
材 を与 えた り,全 員 で話 し合 う場 を作 った り,と い う形 の授業 を以前 か ら
行 っている。上級 レベル のクラスであれ鶴 文法 の誤 りを直 す ことは重視
しない。作文 はできるだけ宿題 に しない。 これ は,学 生 たちが 日本 に留学
す るとは,教 室 の中で日本語 の勉強 をす ることだけでな く,教 室 の外 でで
きるだけ多 くの一般的 な 目本人 の姿 を見 た り,文 法 の間違 いな ど気 にせず
に実際 にコ ミュニケー シ ョンをしなが ら,表 現 したい 自分 自身 を探す こと
であ り,わ ず か一年間 の留学期 間 を宿題 な どのために 自分の部屋や図書館
ぱか りで過 ごすのは,時 間 の無駄 の よ うに,思えるか らで ある。
また,文 章表現 に限 らず 日本語 の授 業 は,従 来 の 「教 室 の中に黒板 と
机」 とい う環境 に とらわれ ることな く,世 の中の変化 に合 わせて新 しい環
境 の中で行 われるべ きである とも思 っている。例 えば,ビ デオが一般的 と
なった今,学 生 たちが ビデオ 々メラを持 って教室 か ら外 へ出て・今 日本生
活 を体験 している自分 たちの姿 を撮影 し,教 室に戻 って紹介 し合 うとい う
授業 を何 度か行 った こ とがあ る。最近 の トレン ドはイ ンターネ ッ トだろ
う。筆者 自身 はコン ピューター専 門家 ではな く,た まにメづ レやW・rld・
WideWeb(さ ま ざまなホ ームページ を見 る 以下WWW)を 利用 して
いるだ けで あるが,今 までにない便利 さを感 じて いる。幸 い,早 稲田大学
の中にコンピューター教室 がい くつ かあ り,希 望すれば授 業で使 える。そ
れで,従 来の黒板 と机 の教室 ではな く,イ ンターネ ッ トとい う新 しい環境
を取 り入れ てみたのであ る。
本稿 では・イ ンターネ ッ トを取P入 れた学生主体 の授 業 についての実践
報告 を行い,従 来 の文 章表現 クラス との違 いにつ いて,ま た,さ まざまな
新 しい問題点 について考 えてみたい。
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IIク ラス開始前
文章表現VIIIAを担 当す るこ とがわ か ったの は前年 の12月,講 義要
項 を書 いた時点 では文章表現 のVIIIレベルが どうい うものかまだ よ くわ
か らなかったが,い わゆる文章表現 の従来 の方法rあ る教材 を読 ませて内
容 を理解 させそれについて原稿用紙 に何 か書 かせ る」 とは少 し変 えてみた
い と思 っていた。また,文 章表現VIIIレベルは4ク ラスあ り・それぞれ
担 当者 が違 うので,独 自性 を出したい とも思 った。たまた ま以前 のク ラス
で メディアネ ッ トワークセ ンター 以後MNC)の 教 室で1時 間だ け ワー
プロを使 って作文 を書かせた ことがあ り学生 たちに好評 だ ったので・ ワー
プロだけでな く,メ ール,ホ ームページな ども活 用で きるか もしれない と
考 えていた。この時点で はまだ教室 が決 ま っていなかった ので,要 項 の中
に 「イ ンターネ ッ トを利用 す る」 とい うこ とは明記 できなか った。 また,
イ ンターネ ッ トを取 り入れ ることで授業 に どの ような効果 が期 待 できるの
か も具 体 的 に見 えて い な か った 。2月 頃 に な っ て教 室 が7号 館508
CALL教 室 と決定 した。4月 初 めに講習 を受 けて508教室 の使 い方 が少
しわ か った。 この教 室 はただ のLL教 室(教師 がテー プを準備 して聞 か
せ,学 生 たちがテープ に反応 した り,テ ープ を録音 して繰 り返 した りし
て,教 師 は教師用モ ニターで一人 ずつ聞い てチ ェ ック してい く)として も
使 えるが,そ の他 に各机 にパ ソコンが置 いてあ り,教 師用パ ソコンは もち
ろん学生用 のパ ソコンで もワー プ ・(Word)が使 え,メ ール とWWW
に接続 してい る。また,特 定 の画 面 を写 すモニターパ ソコンや大 きい スク
リー ンもある1〕。講習会 で紹介 された授 業例 は次 のよ うな ものだ った。1)
教 師が持 ってきた ビデオ映像 をスク リー ンで見せなが ら,ス ピー カー で音
を聞かせ,モ ニター画面 で文 字 を見せ るこ とがで きる。2)教 師が事前 に
聴解 テス トの解 答用紙 を作 り,7・ ッピーデ ィス クに入 れ て持 ってきて,
1)508教室の使い方の例は下記参照
『コンピューターを利用した外国語教育1997年度授業報告会』
乾英一 「語研 フォーラム9`早稲田大学語学教育研究所1998
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それ をボタンひ とつで各学生 のワー プロに送 り,聴 解 テープを流す。学生
はテープ を聞 きなが ら答 を書 き込み,教 師用パ ソコンに送 り,フ 貿ッ ピー
ディス ク1こ保存 す ることが できる。3)教 師が メールやWWWの イ ンタ
目一ネ ッ トで教材 を作 って学生 に与 えることボで きる。 これ らは教師主体の
授業 の例 であ り,学 生主体 の文章表現のク ラス と直接結びつ くものではな
かった。学生主体 とはいって も,学 生それぞれが勝手 にメール の読み書 き
をした りWWWを 見た りす るだけでは授 業 にな らな い、 それ で,授 業
の方 針 として決 めた こ とは,多 数 存在す るWW宙 情報 をこの授業 に ど
う利用 すれぱ よいか を学生 たちに示 し,学 生 た ちが必要 なWWW情 報
を検索 しなが らワープ ロやメール のノフ トを使 って 日本語 で文章 を作 ると
い うものである。最終 目標 として,学 生た ちが書 いた文章 を何 かの形 で残
したい と思 った。できれば ホー ムペー ジで公 開するのがいいと思 った。
III1998年度春学期 クラス
登録学 生 は別 科生5名,学 部生2名 で,全 員 ワープ ロの 日本語 ・一マ
字入力 に慣れ てお り,メ 可 レも活用 し,.WWWも よ く見 て)・るようであ
った。 クラスは,1回90分 で全12回 であった。
はじめの2回 の授 業は,学 生 た ちは もちろん教師 自身 もこの教 室 のシ
ステム に慣 れ るため に,教 師 の メールやWWWを 学生用 モニ ター画面
に映 して見せた り,学 生 たちにワープ ロで簡単 な文章 を作 って送 って もら
った 凱 メール を開いても らった りとい うことか ら始 めた。
3回 目か らは,WWWと メール を組 み合 わせた活動 を始 めた。教 師が
r地震」 とい うテー マ を決 めた。なぜ地震 か といえば,教 師 自身 が大 きな
地震 は絶対 に起 こらない と多 くの人に信 じられていた関西 から東 京に移 っ
て何度 か小 さい地震 を体験 し,日 本 とくに関東 で生活す るには地震 に関す
る知識 を持 つ ことが必要 だ と考 えてい る。関西 で地震 は起 こらない とい う
の は全 くの嘘だ ったわけであるが,阪 神淡路 大震 災以後 はよ り地 震に関す
る知識 を持 つべきだ とい う思い を強 くしている。これ は特 に地震経験 のな
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い外国人 には必要な知識 であるので,以 前 か らどの授業 で も必 ず一度 は地
震 とい うテ ーマ を取 り上げていた。ニュース聴解,テ レビ番組 の地震特集
の ビデオな ど,教 材はい ろい ろそろってい る。今回は,芦 屋 高校 ホー ムペ
ー ジ2)の高校生 が書 いた作文 を利用 しよ うと考 えた、1993年の阪神淡 路大
震災 で大 きな被害 を受 けた兵庫県立芦屋高校 では震 災の実態 をよ り多 ぐめ
人 に知 って もらうた めに高校生 の書いた震 災の記録 作文集 をイ ンターネ ッ
ト上 で公開 している。筆者 自身 の出身校 で もあ り,ホ ームページ作成 責任
者 のS先 生 とは前 か らの知 り合 いでもあ り,ホ ー ムペ ージ を見 た時 か ら
是非 日本語 の授業の中に取 り入れてみたい と思 っていたのであ る。ク ラス
で は,ま ず地震 についての解 説のために気象 庁 のホームページ3〕を利 用す
ることに した。教師用パ ソコンから気 象庁 に アクセス し,学 生用 モニ ター
画面 で見せ なが ら,震 度やマ グニチ ュー ドな どの言葉 の解説 を行 った。そ
の後,芦 屋高校 のペー ジに飛び,阪 神 淡路 大震 災について,ま た,.高校生
の作文 につ いて説明 した。残 りの時間でその 日の内容 にっいての感想 をワ
ー プ・で書 いて もらった。翌週は各学 生に 自分 のパ ソコンか ら芦屋高校 ホ
ー ムページ を呼び出 し,自 分のペースで 高校 生の作 文 を読んでいって もら
った。95年か ら97年 まで3部 に分かれていてそれぞれかな りの量が ある
が,目 本語最上級 レベル の学生たちにとっては辞書 な しで読 め る目本語 で
ある。その 日の うちに読み終わ り,芦 屋高校 へ感想 の メール を送 って もら
う予定 だったが,読 み足 りない様子 だったので,感 想の メールは次回 にま
わ した。 メールの内容について希 望者以外 はチ ェック していなか った が,
素 直 な気持 ちを書 いて くれた ようで ある。芦屋高校 では外 国人か らの感想
メール とい うことでプ リン トアウ トして廊 下 の掲示板 に貼 り出 したそ うで
ある.S先 生 か らは各学生に違 う文面 の返事 メールが来 た。
2)兵 庫 県 立 芦 屋 高 校 ホ ー ム ペ ー ジURL
http:1!www.sanynet.nejp!慰ken一齢hi1
3)気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジURL
httP=1/www.kishou.go、jp
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このクラスは地震 だけ をテーマに したクラスではな く,教 師 だけボテー
マを与 えるクラスでもないので,6回 目の授業 の時 に今後 のスケジュール
について学生た ちと話 し合 った。教師 か ら,ク ラスの最終 目標 として 「形
あるものに残す」 とい う点 を改 めて説明 した ところ,学 生 たち も賛成 であ
った。話 し合 いの末,「食 」 とい う共通 の大 きいテーマ を決 め,そ の 中で
自分 の興 味あ ることについて ま とめてい くとい うこ とにな った。WWW
とワー プ・を組み合わせた活 動で ある。WWWを いろいろ検索 して自分
の書 きたいテーマ を見つけ,ウ ープ ロで作文 を書いてい ぐのである。検索
するのは世界中のあ らゆ る情報 であるので,日 本語 に限 る必要 はない。結
局,残 り6回 の授業 の うちWWW検 索 だけで3回 か か り,4回 目に何
について どの よ うに書 いてい くか の中間発表 を入 れ,正 味2回 で書 きあ
げ,6回 目,つ まり最終 日に提 出 となった。 もちろん,教 室 で書 く時間 の
足 勢なかった学生や早 く仕上げ たい学生 は外 のパ ソコンを使 っていた 。最
終 目に欠席 して,あ とか らメールで送 ってきた学生 もいた。
このクラスの最終 目標 はホームペ ージ作成だ ったが,今 回 はできなかっ
た。理 由の一つ は,こ の教室 のパ ソコ ンには教 師用 で さえホームペー ジ作
成 ソフ トが入 っていないので・他 の部屋へ移動 して授業 を行 うか・授業時
間以外 の時間 を使 うか しなければ な らなかったのだが,教 師 の知識不足 も
あり,そ こまで は考えなかったのである,二 っ 目の理 由は,時 間 が足 りな
くな り,作 文提 出がや っ とだったのである,
n7春 学期 クラス から秋学期 クラスヘ
このよ うな形で春学期 クラスを終 えて,い くつかの問題点 が残 った、多
くは508教室 の システム とMNCの システムの違 い によ るもので ある。
ログイ ン時 にMNCと は別 のIDや パ ス ワー ドを入れ な けれ ば い けな
い,ワ ー プロ(Word)のノ起 ジ ≡ンが異 なっていて同 じWordで 作 った
文書なのに文字化 け して しま う,フ ロ ッピーデ ィスクのフォーマ ッ トがで
きない,ホ ー ムペー ジを作 る ソフ トが入 っていない1な どである。 もちろ
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んコンピューターに慣れれば対処方法を見つけることもできるが,は じめ
のうちは学生だけでなく教師も混乱 した。こういう教室 を使 う時には教師
自身がかな り知識 を持っていなければいけない と実感 した。508教室のア
シスタントの人たちには毎時問お世話になった。
夏休みに芦屋高校のS先 生 と会 って話す機会があった。留学生の感想
メールに対して先生からではなく高校生から返事 をもらうことができない
か尋ねたところ,「在校生個人あてにメールが来れば個人で返事 を出すよ
うに指導 している。」 と言われた。学生たちにとっても高校生から直接返
事をもらうことでまた日本語でメールを送 ることができれば実践的な日本
語学習の場になることだろうと思われた。
V1998年 秋学期 クラズ
9月 か らの秋学期 ク ラス も春学期 同様 の文章表現VUIレ ・ミル.であ る。
教 室 も同 じ508教室 を使用 した。登録 学生 は別科 生5名 と学部生2名 で
あ った。 この2名 は春期 か らの継 続だ った。目別科生 の中で は,ク ラス変
更・来 目の遅れ,修 了 日前 の帰国な どがあ り,最 後 に残 ったのは メンパ ー
が少 し変 わった5名 であ った。春 学期生 と大 き く違 ったの は,別 科 生 が
来 目直後 で,コ目ンピュー ターにつ いての知識 の差が大 きかった点 であ る。
自国で も使 い慣 れていて 日本語入力 もできる人・使 ってはいたが 目本語入
力は未経験 の人,コ ン ヒ。ユー ターに触 ったこ ともない人 など,ま た,目 本
語 レベル がVIIIではない のにどうして もコンピュー ターの使 い方 をマス
ター したいために,レ ベ ル変更 した人,登 録 な しでクラスに参加 した人 な
どもいた。 クラスは14回 であった。
クラス は春 学期 同様,ワ ープロ,メ ール,WWWの 基本 的 な使 い方 の
説明 か ら始 めた。1回 目は,ワ ープ ・で 自己紹介 の短 い文章 を作 って もら
った。2回 目は,教 師 あて に日本語 でメール を書 いて送 っても らった。
3回 目にWWW検 熱 こっ いて説 明 しMと した ところ,シ ステム トラ
ブノレでWWWを 開 くこ とができなかった。4回 目も同様 だった。メール
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とワー プロで何 とか授業 はできたが,今 後 こうい うこ とが頻繁 に起 これば・
授業の進 め方 に も影響 するので,ア シス タン トや事務所 の人 たちと相談 し
て教室 を変 えることにした。7号 館3階 のコンピュー ター 自習室 を使 うこ
とにな った。 この部屋 は コンピュー ターがた くさん置 いてあって,誰 でも
自由 に使 うこ とが でき る。 使 い方 はMNCの 他 の システ ム と同 じで あ
る。広 い部屋の一部 を区切 って授業用 に使わせて もらうのである。
6回 目に新教室 に移 り,使 い方 の説 明を した ところ,学 生 たちには普段
使い慣れ てい る22号 館 の コンピュrタ ー と同 じで使 いやす い と好評 であ
った。
7回 目か らは春期 同様,地 震 をテーマにWWWと メール を組 み合 わせ
た活動 を始 めた・芦屋高校 では毎年地学 の夏休みの宿題 ≧して震災 に関す
る作文 を書 かせ,提 出作文の一部 をホームペー ジに載せてい る。春学期 ク
ラス では全体 的 に作 文 を読 んで全 体的 に感想 を書 くもの だったが,今 回
は,1998年の作 文10点 に限定 し,あ る特定 の作文 を読 んでそれ を書 い
た個人あてに感想 メール を送 ることに した。まず,各 学生 が気象庁 のぺ一
ジを開 くことか ら始 めた。たまた まその 目の朝 か前 日だっ左かに地震 があ
り,最新情報 を見るこ ともでき,関 心が高 まった。次 に芦屋高校 のぺ一ジ
を開 けて全体 を読 んで も らった。「読者 か らの感 想」 のぺ一ジに春学期 ク
ラスの学生 たちが送 ったメール が載 っていた。自分 の書 いた文章 を発見 し
た学部の学生は.「ち ょっ と耽ず か しい けどうれ しい。」 と言 った。その後,
それぞれ の学生のぺ一スで作文 を読み感 想 メールを書 いて送 った・返 事 の
方はす ぐには来 なか ったが,冬 休み頃 には一部届 いたよ うである。それ に
対 して学生が さ らに返事 を出 したか どうかは不明である。
10回目か らは,WWWと ワー プ ロを組 み合 わせ た活動1こ入 った。 ち
ょうどこの頃,春 学期 の作文集r食 」その他 の内容 でホームページを完成
することがで きだ)。それ をWWWで 見せなが ら今 回 のテー マにっ いて
4)河 内 千 春 の ホ ー ム ペ ー ジURL
http=、一γfaculty,web.waseda.ac.炉/kawach至
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話 し合 った。結 局,テ ーマは決めずに 自由に書いてみたい とい うことにな
った。3回 の授業 と冬休 みで作文 を完 成 させ,フ ロ ッピー ディスクで提 出
させた。最終 目に簡単 な発表 を行 い,学 生た ちが作文集 の タイ トル を 「イ
ンターネ ッ トで見た 目本」 と決め,目 次ペー ジを作成 した。その後,教 師
がホームペ ージに追加 して公 開で きるよ うに した。
V1ま と.め
春学期,秋 学期 クラス とイ ンターネ ッ トを取 り入れた授 業 を行 ってみた
結果,さ ま ざまな新 たな発見 があった 。「従 来 の方法 との違 い」 「教 室」
r学生」 の3点 を中心 に まとめてみ たい。
1.従 来の方法 との違 い
筆者 が行 ってきた文章表現 の従来 の授業 とは次の よ うな もので あった。
学生 たちが表現 したい自分 自身の姿,つ ま り,自 分 の書 きたいテーマ を見
つけるために,教 師 が新聞記享の よ うなヒン トとなる読 み物教材 をい くつ
か与え,そ れについて全員 で話 し合 い,最 後 に学生 がそれ に関連 した 自分
のテーマで何 か書 くとい うものである。できあがった作 品がその時のそれ
ぞれの学生 自身 その ままの姿 である。上級 レペルでは文法 の誤 りを直す こ
とは重視 しない、読 み物教材 は教 師だけでな く学生 が準備 す ることもあっ
た。どちらに して もコピー した紙 を全員 に渡 す。書 く時 は原稿用紙 などに
手書 きである。宿題 な どでよ部の学生 が ワー プ ロを使用す るこ ともある。
書 いた用紙 を提出す る・学生 たちに順番 に発表 させる 二ともあ り,そ の時
は原稿 をコピー して配 る、最後に作文集 を作 ることもあるが,そ の時 は教
師や一部 の学生 が手書 き原稿 をワー プロに打 ち直す。
今回2回 の授 業 は,基 本的 には従 来 の方 法 と変 わ らない もので ある,
読み物 の コヒ。一 を与 えるか初 に各学生 がモニター画面 を見た りWWW
画面 を開 いた りす る・原稿 用紙 に手 書 きす るか わ りに ワー プ ロを使 用 す
る。提 出は教室 内オ ンライ ン又 はフロ ッピー ディスクで ある。発表はパ ソ
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コン画面,作 文集 はホー ムページである。違 う点は,ほ とん ど紙 を使 わな
いとい うことで ある。全 く使 わないわけではないが,コ ピーの余 りの処理
に困るこ ともな く,地 球環 鏡 を考 える上 でもよか った と思 われ る。そ の他
には,WWWに 関 しては,読 み物 のコピrは その場 ではある程 度限 定 さ
れた情報 であ るが,WWWは その揚 で情報 を広げ てい くことができる。・
学生が授業後 に図書館へ行 って資料 を探 し回 る手間がその揚 で画面上 でで
きるのである。 また・ メールに関 しては,授 業 の中で学生 たちがある作 品
を読ん で感想文 を書いた ことはあってもその作者 に感想 の手 紙 をを書 いて
送 ったとい う活動 の経験 はない。メール とい うものは,あ る程度 のルール
はあるが気楽 に使 えるもので,見 ず知 らずの高校生 の書 いた ホー ムページ
の作文 を読んで返事 メールを書 くとい うことは特別 のこ とではない。今回
の授業 の中では メールの範 囲 を限定 したが,あ とは学生 自身 が自分 の責任
で メール を送 る範 囲 を広げ てい くこ とができ る。 日本 に滞在 してい る留学
生 たちにとって一番 いいのは実際 に日本人 と会 って話す ことであるが,時
間的にも空問的に も制限 があるので,メ ール を使 うこ とで広 い範 囲の 日本
人 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの機 会 が得 られ るの で あ る。 要 す るに,
WWWや メールな どのイ ンターネ ッ トを活用 す ることで,学 生 の主体的
活 動の範 囲 をさらに広 げるこ とがで きるようになったのである。
2,教 室一508教 室 とコンピューター 自習室一
学生主体 を中心 とした の授業 を行 う上 で の508教室の使 いやす さ ・使
いに くさにっい てま とめてみ たい。使 いやすい点は,「モニター」 と 「回
収 」であ る。 モニ ター.とは,LLシ ステム の応用 で教 師用 モ ニター画面
と学生用 モニター画面 が使 えるよ うになっている。教師用 モニター とは教
師用パ ソコンの隣 にモ ニター用パ ソコン画面が あ り,各 学生 のパ ソコン画
面 の状態 をボタンの切 り替 えで次 々に映 し出す ことがで きる ようになって
いる。学生 が主体的活動 をす るとはいっても,そ の場 で許 され る活動 の範
囲 があ り,全 員 がワー プロで作文 している時 に私的 な メー ル を書 いてい る
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学生な どを教師席 か らチェ ックして注意 す るこ とができる。学生用モニ タ
ー画面 は,学 生用 パ ソコン2台 の間 に置 いて あるが,学 生 の人数 が少 な
いので一人 で見 られる.各 学生 は自分 のパ ソコン画面 の他 にモニター画面
も見 られ るのである、「今 日の予定」 や 「今 か ら開 くWWWのURL」
な どを教師が教 師用 ワープ ロで作 りなが ら学生用モニ ター画面 に映す こ と
ができる。 また,教 師のボタンの切 り替 えで,あ る学生のパ ソコン画面 を
学生用モ ニター画面に映 し他 の学生全員 に見せ ることもで きる。各学生 が
自分 の書 いた作文 をモニ ター画面で見せ なが ら発表す ることがで きるので
ある.「回収 」 とは,各 学生 が フー プロで作 った文書 をオ ンライ ン提出 し,
教 師はボ タンーつ で回収 し,フ ロッピーディスクな どに保存す ることがで
きるシステムである。今回は使 わなかったが逆方向 で教材配布 もでき る。
使 い に くい点 は,IVで 述 べ た よ うに,508教 室 のシステ ム とMNC
のシステムの違 いに よるもの で,ロ グィ ン時 にMNCと は別 のIDや ノ{
スワー ドを入 れなければい けない,ワ ープ ロ.のバ ージ ョンが異 なっていて
同 じワー ドで作 った文書 が文字化 け して しま う,フ ・ッピーディスクのフ
ォー マ ッ トがで きない,ホ ー ムページ を作 る ソフ トが入 っていない,な ど
である。パ ソコン初心者 の学生 は同 じパ ソコンなのに機械 によって使い方
が違 うことに混乱 してしまったよ うである。 また,当 然動 くはず の機械 が
ひ ょっ とした ら今 日は動 かないか もしれない とい う不安 はかな り大 きい。
コンビューター 自習室 の使 いやす さ ・使 いに くさは,508教室 の逆 であ
る、使 いや すい点は,MNCシ ステ ムなのでキ ャンノ舷 内 どこで も共 通
で あることである。 ・グイ ンの仕方 も同 じ,ワ ー プロ も同 じ,フ ロッピー
デ ィス クの フォーマ ッ トもできる。
使 いに くい点 は,広 い部屋 の一部 を区切 ってい るだ けなので,教 師 が大
きな声 を出 して説 明 した り各学生 が発表 した り全員 で話 し合 うことができ
ない。モニ ター画面 を使 うこ とがで きない。学生が作 った文書 を直接 オ ン
ライ ンで提 出 ・回収す るこ とがで きない とい うこ とである。
理想的 には,508教室 か もう少 し狭 い部 屋でMNCの システムが入 っ
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ていて,周 りに気兼 ね な く話 し合 うためにク ラスだ けで使 える部屋 が よ
い。機械 が正常 に動いている ことはい うまで もない。
3.学 生
このク ラスは 「コン ピュー ター の使 い方 を教 えるクラス」 ではな くて,
「教材 とペ ン と原稿 用紙 のかわ りにコ ンピュー ター とい う道具 を使 って,
日本語 の文章 で 自分 を表 現す るクラス」 である と強調 した にもかかわ ら
ず,学 生た ちにとっては コンピューター を使 うこと自体が楽 しみ であった
ようで ある。
学生 の 日本語 レベル とコン ピュー ター能 力 とは直接 は関係 ない が,こ の
クラスの中では コンピューター能力 の低い学生 は十 分な活動 ができな かっ
た。 コンピニー ター を自国で も使い慣れていて 日本語入力 もできる学生た
ちは,少 しくらいシステムが違 っても混乱す ることな く,教 師が与えた活
動,例 えば メールの内容 を考 えて書 いて送 る,と いったこ とが予定時間以
内 にで きたので,学 生主体 の活動が行いやすかった。 ローマ字 日本語 入力
は初 めてとい う学生 で もマ ウスや キーボー ド操作 に慣れ ていればす ぐにで
きるよ うにな った。 しか し,コ ン ピュー ターに触 った こともない一部 の学
生 は,一 応MNCの 講習 を受 けて はいるらしかったが,ロ ーマ字 で 目本
語 を入力す るとい うご く基本的 なことか ら始 めなければ な らないので,ワ
ープロや メールが使 えるよ うになるまでに時間がかかった。 日本語初級段
階で ローマ字 を教 えなかった ことが問題 になってきているよ うで ある。ふ
だん コンピューター をあま り使 わない学生 たちは授業 中にメールが書 き終
わらない時,メ ールァ ドレスを教 えておいて出 してお くよ うに言 って も自
分では出そ うとし法かった。内容 に自信が持 てないこ ととコンピュー ター
を一人で使 うのは不安 どい うことの よ うである。クラスメー トや他 の友 だ
ちに使 い方 を習 うこともあ ま りして いない よ うで あった。 この クラス は,
コンピュー ターの使 い方 を教 えるクラスではないので,コ ン ピュー タ～能
力 のない学生 は無理 してこのクラス をとらな くて もいいのであるが,コ ン
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ピュー タ～の使 い方 をマ スターしたい と強 く希望 する学生 た ちに対 して・目
「コンピューターがで きない学生はこのク ラス に入 ってはいけない」 とは
言 えなかった。 しか し結果 的 に,決 められ た課題 の提出 がで きず成績 に影
響炉出て しまった学生 がいた。
春 学期 も秋学期 も授業後 に学生 たちか ら直接授業 について の感 想 を聞 く
こ とができなかッたこ とは残念である。
現在 コンゼ ユーターが使 えて当た り前 とい う時代 になってきて・今 まで
漢字 が書 けなくて苦労 していた学生に とっては非常 に役 に立 っている。 し
か し,ま だ使 い こなせ ない学生 もお り,そ れが年齢 の高 さや特定 の地 域 出
身者 に偏 ってい る。 こ うい う学生 を 目本語 ク ラス か ら排 除す るので はな
く,目 本語 クラスではない コンピュー ターの使 い方 クラスを作 り,こ うい
う学生たち も日本語 クラスに安心 して参加 で きるよ うになれぱ よい と思わ
れ る。ク ラス全員 がコンピューター を使い こなせ るよ うにな っては じめ て.
学生主体の クラス としての活動が うま くできるよ うになる と思われ る。
生 今後の授業
原稿用紙のかわ りに ワープ ロを使 うことだけでな く,教 科書や=ピ ー教
材 の かわ りにWWWを 使 う,メ ール によ って 日本人 との コミュニ ケー
シ ョンの幅 を広げ る,な どのインターネ ッ トを活用 した授業 は,た だ新 し
くて珍 しい とい うだけでな く,筆 者 り考 える 「学習者た ちが既 に持 ってい
る知 識 を生 か しなが ら積極的 に参加 して自分 自身 を表 現す ることでク ラス
を作 りあげ,教 師 はそれ を支援する」 とい う授業方法 に合 って いるもので
あ り,学 習者 の主体的活動 の幅を広げ るこ とができるもの である・今回 の
授業 は,文 章表 現 ク ラス にイ ンターネ ヅ トを取 り入 れ たほん の一例 であ
り,イ ンターネ ッ トの利用法 はこの他 に もいろいろあるだろ う。機会 があ
れば他 の科 目,他 の レベルでのイ ンターネ ッ トを 取.り入れ た新 しい授業 を
行 ってみ たい と、思っている。
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